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本研究では,学習コミュニケーションの双方向性に対する意識を高めるために,高校選択国
語科の特設単元として「質問」についての学習を実践した0 実践は,3単位時間を配当し,①
質問することの大切さに気づく学習,②質問の仕方について考える学習,③質問を実践する学
習の3段階で構成した。 ①では立体伝言ゲームを,②では講義ムービーとコメントカード共有
システムを用いたディスカッションを;・③ではライブ・プレゼンテーションに対する質問体験
と「質問に対する考え方」に関する研究者からのメッセージをそれぞれ準備した。 実践の結果,
立体伝言ゲーム,ライブ・プレゼンテーションに対する質問体験に対して生徒が面白さを感じ,
趣旨をよく理解していたことが示唆された。 また,単元全体に対する振り返りでは,生徒が質
問することの大切さや質問の方法,マナーを理解できたと感じていたことが示唆された。
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1. はじめに
本研究の目的は,高校生を対象に学習コミュニケー
ション時の双方向性に対する意識を高める授業を実践
することである。
授業において教科等の学習目標の達成に向けて,生
徒が対話的に学習を進めることの重要性は指摘されて
久LV㌔本研究ではこのような「学習のための対話」
を学習コミェニケ-ションと味ぶことにするOこれま
で,学習コミュニケーション卓も「学びの共同体」佐
伯・藤田.佐藤1996)などの表賓で,社会的な相互作
用による学びの深化をもたらすものとして,学校買湯
で重視され続けているOしかし,多くの研究報告や授
業実践が展開されるものの,質の高い学習コミュニケ
ーションを教室内で生起させる具体的な学習指導スト
ラテジーは,必ずしも定かではない。
言い換えれば,
ae
教師が生徒に学習コミュニケーションを促しても,議
論が連鎖しなかったり,十分な発話が引き出せないな
どの状況に陥るケースが多い。
この間尊には様々な原因が考えられるが,その一つ
として,生徒の双方向性に対する意識の低さが指摘で
きる。ここでいう双方向性(Interactive)とは,コミュ
ニケーション過観こおける参加者間の相互作用性であ
り,互いの往復的・螺旋的な働きかけの連鎖を生みだ
すものである。双方向性が隼起するためにtも少なく
とも参力助ミ共に課題意識を共有し,相互に働きかけ
ようとする意識を持たなければならないOまた,初発
の働きかけと,その働きかけに対する応答の連鎖が双
方向性のきっかけになることを考えると,「質問」する
ことに対する生徒の意識を高めることは重要であると
考えられる。しかし,一般に高校生の学習態度は受け
身であり,授業中に質問をすることも少ない但enesse
教育研究開発センター2007),
そこで本研究では高校生を対象に,「質問」するこ
との重要性を意識させるコミュニケーション・リテラ
シーの実践をデザインすることとした。
2. 対象生徒の実態
本親も神戸市内の普通科高校A校(以下,対象校)
の2年生男子20名,女子20名計40名を対象とした。
対象校では,特色ある取り組みとして,研究者など
の外部講師や地域の教育施設等で専門家からの講話や
指導を受けることが多も㌔そこで外部講師の講話・指
導辞の「質問の有無」について調査を実施した。 その
結果,「質問したことがある」と回答した生徒は40名
中わずか3名(7.5%)にす粁大半が質問の経験がな
かった。「質問しない理由」について自由記述で回答さ
せたところ,以下のような理由が挙げられた。
自分の質問が的外れなものになるのではなか
と心配だから
講義の内容に興味が持てなかったから
大勢の前で質問するのi珊デかしいから
どう聞けばよいかがわからないから
基本的な質問をしてしまって自分が理解でき
ていないことが露呈するのが恥ずかしいから
自分の中で何がわからなかったかが,わからな
いので,質問が思い浮かばないからなど
これらのことから,対象校の生徒は,「質問すること」
について自信が持てず,一方向的に知識を授けられる
側の立場に終始している様相が把隆された.
3. 実践のデザイン
(1)位置付け及び目標
上記の実態を持つ生徒に対して,対象校の選択国語
科の特設単元を設定し,「質問」についての学習をデザ
インした(以下,本単元)0本単元には,計3時間を配
当した。当該校の国語科教員は上述したように,実
践対象の生徒が,地域の研究施設で研究者からの講義
を受けた際に,適切な質問ができず,一方向的な講義
に終始したことに問題意識を持っている。 そこで,本
単元では,①質問することの大切さに気づくこと,②
質問の仕方について考えること,③学んだことを生か
して質問を実践してみること,の3点を学習の目標と
した。
(2)展開及び教材
本単元は,上記の学習目標に対応して,次の3段階
で構成した。第1時では,質問することの大切さに気
づくこと,第2時では質問の仕方について考えること,
第3時では学んだことを痛かして質問を実践すること
をそれぞれ主眼とした。
(B質問することの大切さに気づく段階
第1時では,まず双方向性の重艶質問すること
の大切さに体軌均に気づかせるため,立体伝言ゲーム
を取り入れた(宮田1995),立体伝言ゲームは,複雑な
図形を紙上に用意し,1名の生徒がその形状をクラス
全体に言葉で説明するというものである。 クラスの生
徒は説明役の生徒の説明を聞いて各自に酷宿された白
紙用紙上にその図形を予測しながら描画しなければな
らなしVレールである0本時では,このゲームに2種類
の課題を準備した。1回目は,説明役の生徒が許すだ
けで,クラスの生徒は質問することが許されていない。
2回目は説明役の生徒の話を聞きながら,適宜,ク
ラスの生徒が質問してもよいこととした。 この活動の
後,質問することの大切さと難しさについて自由記述
で学習プリントに記述させた。
②質問の仕方について考える段階
第2時では,第1時に生徒が記述した質問すること
の大切さ,難しさの自由記述を振り返ることから導入
した。その後,あらかじめ準備しておいた専門家によ
る講義ムービー(10分,「情報ネットワークの技術」を
4名1グループとしてノートrC上で視聴させ,質問を
考えさせた。この時,適宜,ムービー噛草止,再生,
巻き戻し,早送りをしてもよいこと,グ/レ-プ内で自
由に話し合ってよいこと,できるだけメモを多くとる
ことを留意点とした。
その後,オンラインで使用できるコメントカード共
有システム上に,各グループで考えた質問をカードで
投稿させた。本システムは,各ノ」トPCからカードを
投稿すると,画面上にすべての? ループのカードが一
斉l議示されるものである。 投稿されたカードの内容
に基づいて,教師が生徒と議論をしながら,質問の内
容を画面上で分類し,まとまりごとにラJ<)叫ヒした。
これによって,質問を考えるポイントを整理した。
③学んだことを活かして質由を実践する段階
第3時では,第2時に整理した質問を考えるポイン
トを振り返ることから導入した0 そして,質問のマナ
ーについて確認した後,専門家による15分程度のライ
ブ・プレゼンテーションを行い,それに称する質問を
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考えさせた。プレゼンテーションの後,考えた質問を
実際に行い,学習の成果を確かめた。
そして,最後にあらかじめ撮影しておいた研究者
(本学教員)へのインタビューのムービーを視聴させた。
このムービーは,分野の異なる複数の研究者に対して
「質問すること,されることの意味」についてインタ
ビューしたものである。 ムービーの視噺陵,本単元全
体を振り返って,「質問することの大切さ」,「双方向性
の重要性」について考えをまとめさせ,学習プリント
に記述後,全体の場で発表させた.
(5)分析の手続き
本実践について,事後調査を実施した。 事後調査で
は,各学習活動(①立体伝言ゲ丁ム,②質問についての
振り返り,③購義ムービー視聴及び質問についての話
し合いと整理,④ライブ・プレゼンテーション及び質
問体験,⑤研究者からのメッセージの計5場面)につい
て「おもしろかった」,「趣旨が理解できた」,「役に立
った」.
の3項目について「とてもそう思う」から「ま
ったくそう思わない」までの4件医で回答させた。
また,本単元全体を振り返って,「質問することの大
切さが理解できた」,「質問する時の方法やマナーが理
解できた」,「質問を考える力が身についた」,「今まで
よりも,これから積極的に質問したいと思うようにな
った」の4項目について同様の4件陰で回答させた。
その他,各学習活動及び単元全体について感想を自由
記述形式で回答させた。
4_実践結果と考察
(1)実践の様子
本実践の様子を図1-6に示す。 図1は,本単元の導
入として使用したPowerPoint教材(十部)である。コミ
ュニケーションの語源や意味,「学び」を深める上での
コミュニケーションの重要性などについて簡単に説明
を行った後,本単元の学習目標及び展開の計画につい
て説明した。
図2iも立体伝言ゲーム,質問についての振り返り
を終えた後,研究者の講義ムービーを視聴し,質問を
考えている場面であるO全体で視聴した後,各グノレー
プのノー_トπで再度,視聴させたため,各グ′レープで
はお互いに相談しあいながら,ムービーを停止させた
り,早送りするなどしつつ,質問を考える姿が見られ
た。ここで生徒の考えた質問は,図3に示すコメント
カー悌有システム上に投稿された。 図41も投稿さ
れた質問を全軒でディスカッションし,整理している
場面である。
図2講義ムービーを視聴している様子
図3質問の投稿されたコメントカード共有システム
図4投稿された質問を分類・整理している場面
これらの活動によって,質問を考える視点を確認し
た後,「清涼飲料水の糖分」をテーマとしたライブ・プ
レゼンテーションを行った(図5)O生徒は,熱心にプ
レゼンテーションを聞きながら,メモを取るなどしつ
つ,質問を考えている様子が見られた。
ライブ・プレ
図5研究者によるライブLプレゼンテーションの様子
図6ライブ・プレゼンテーションに対する質問の実践
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図7研究者からのメッセージ
ゼンテ-ションの後,教師の「では,質問のある人」
との呼びかけに対し,図6に示すように,多くの生徒
から積極的な挙手が行われた。 その後,15分間程度,
発表者と生徒との間で双方向性のある活発な議論が行
われた。
最後に,物理学,生物学,数学の研究者(大学教員)
からのメッセージとして,インタビュームービーを視
聴し,発表者の立場から質問されることの意味につい
て学習した(図7)。
(2)各学習活動に対する隼徒の意識
授業後に実施した事後調査の結果を集計した。 この
うち,要白等,欠損のあるデータを除外したところ有
効回答は35名(有効回答率87.5%)となった。
まず,各学習活動に対する面白さ,趣旨の理解,有
用性について平均値を求めた。 その結果,面白さ,趣
旨の理解共に,①立体伝言ゲーム,~④ライブ・プレゼ
ンテーション及び質問体験の平均値が高く,これらの
学習活動に対して生徒が面白さを感じ,趣旨をよく理
解していたことが示唆された。 一方,学習の有用性で
は,④ライブ・プレゼンテーション及び質問体験,③
講義ム∴ビー視聴及び質問についての話し合いと整理,
⑤研究者からのメッセージの水準が上位であった。 こ
のことから,生徒は単元の後半においてしだいに学習
活動の有用性を感じるようになってきていたのではな
いかと推察される。
(3)単元全体に対する生徒の振り返り
次に,単元全体に対する生徒の振り返りについて集
計した(図、8)Dその結果,すべての項目において平均
値が3.0を超えており,生徒が本単元を肯定的に受け
止めていることが示唆された。 とりわけ,「質問するこ
との大切さが理解できた」,「質問する時の方法やマナ
ーが理解できた」の2項目において平均値が高く,生
徒が本単元の学習を通して,質問することの大切さや
質問の方法,マナーを理解できたと感じていることが
示唆された。
各学習活動に対する生徒の意識3項目を合算したも
のと,・単元全体に称する生徒の振り返り4項目との間
で,積率相関係数を求めたところ,「質問する時の方法
やマナーが理解できた」と③講義ムービー額聴及び質
問についての話し合いと整亀④ライブ・プレゼンテ
ーション及び質問体験,⑤研究者からのメッセージの
各学習活動との間に,弱いものの有意な相関が認めら
れた(表2)0
このことから,単元の後半において質問
についての話し合いと整理,質問体験,研究者からの
メッセージ等の学習活動を通して,「質問する時の仕方
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表1各学習活動に対する生徒の意識
面白さ趣旨の理解有用性
立体伝言ゲーム平均3.343.492.91
S. D0. 590.510.61
質問についての振り返り平均2.773.143.00
S. D0. 600.600.59
講義ムービー視聴及び質問の仕方平均3.063.233.11
S. D0. 640. 600.40
ライプレゼンテーション及び質問体験平均3.233.293.17
S. D0. 650.570.66
研究者からのメッセージ平均2.833.093.11
S. D0. 620.510.58
∩=35
質問することの大切さが理解できた
質問する時の方法やマナーが理解できた
質問を考える力がついた
今までよりも.これから積極的に質問したいと思うようになった
I.00.502.002503.00
図8単元全体に対する生徒の振り返り
表2各学習活動に対する意識と単元全体の振り返りとの槻連性
積率相関係数立体伝言ゲーム 即こついてのり返り及び質問の仕方ション及び質問体験セージ
質問することの大切さが理解できた
0.20 0.01 0.1 4 0.1 6 0.20
質問する帝の方法やマナーが理解I~
できた
専有0.20‥0.110.350.440.40
****
質問を考える力がついた 0.1 -0.09 0.1 3 0.1 2 0.1 6
0.25 0.06
問したいと思うようになった
*pく0,05**pく0.01
やマナー」を学習することができていたのではないか
と推察される。
(4)学習後の生徒の感想
これらの僚向について,本実践に対する生徒の感想
を取り上げる。 まず,質問の仕方-の気づきに関する
感想としては,以下のような事例が見られた。
0.21 0.320.25
質問に注意すべきポイントというものがあるんだ
なあと思った。発表者も質問を望んでいるし,質問
すればその人だけでなく,周りにいる人も新たなこ
とや抱いていた疑問を解決することができるので,
積極的に質問すべきだと思った○
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質問が内容理解に大きくつながるということがよ
くわかった。最初の映像発表では,どこまでのこと
を質問してよいかがわからず,.ただ受身の状態だっ
たが,質問のポイントについて考察したことで,質
問を身近に感じられるようになった。自分の中の疑
問が質問のポイントのどの項目に当てはまるかとい
うことを考えながら,自分の考えを整理していくと
いう方法を知ったことで,講義などに対しても短時
間の中で質問できるかもしれないと思っ1㌔
次に,質問することの意義や大切-の気づきに関す
る感想文として,以下のような事例が見られた。
質問することで理解が深まり,あまり興味のなか
った内容でも,興味を持てるようになることが実感
できた。また,質問-興味→知識の深まり-疑問と
いう良い流れに乗るために,最初に質問することは
大切だと思った。また,発表者も質問する人も質問
することによってそれぞれに理解が深まることがわ
かった。
質問することは今まで,自分が知りたいと勝手に
思っていて,自分には利益になるが,他人にとって
は無駄な時間を費やして,迷惑なものだと思ってい
た。しかし,今日の授業を受けて,質問者のみが理
解するものではなく,講師の理観新しい研究にも
結びつき,他の聞いている人にも理解を促すなど,
深く影響を与えるものだと気づいたDまた,質問か
ら生まれる新たな質問があることがわかった。
発表と質問はコミュニケーションのひとつであり
発表に対して何も考えずに 触 ミない」としてし
まうのは失礼なことだと分かった0まず,話をよく
聞いて,質問することで,自分にとっても,発表者
にとってもプラスになると思うので,もつと積極的
に質問していきたいと思う0
・また,本単元での学習経験をこれから役立たせてい
きたいという前向きな気持ちや自信に関する感想文と
して,以下のような事例が見られた。
質問体験では,思っている疑問を言葉にすること
が難しくて, -い よい質問ではなかつたけれ
ど,みんながずつと,うなづいて聞いてくれてとて
もうれしかつたです0まだ,人前で質問するのは恥
ずかしいですが,質問しなくちや手に入れられない
ものがあるんじゃないかと感じました0
今まで,みんなの前で質問することを恥ずかしい
と思っていた。しかし,この授業を受けて,質問す
ることで話し手,聞き手共に理解が深まるというこ
とが体験的に理解でき,今後,生きていく上で非常
に役立つことを教えてもらったと思えた。 今後は,
講義などで積極的に質問しようと思った。 本当に有
意義な授業でした。
これらの感想文からはいずれも,生徒が本単元の目
標である①質問することの大切さに気づくこと,②質
問の仕方について考えること,③学んだことを生かし
て質問を実践してみること,の3点を適切に達成して
いたことが示唆された。
4. まとめと今後の課題
以上,本研究では,生徒の学習コミュニケーション
の双方向性に対する意識を高めるために高校選択国
語科の特設単元として「質問」についての学習を実践
した。その結果,立体伝言ゲーム,ライブ・プレゼン
テーションに対する質問体験,コメントカード共有シ
ステムを用いたディスカッション等の学習活動を通し
て,生徒に質問することの大切さや質問の方法,マナ
ーを理解させることができた。
このようにして高めら
れた生徒の意識が今後,双方向性のある学習コミュニ
ケーションとして体得されていくことを期待したレ㌔
しかし,双方向性のコミュニケーションは,質問だ
けで連鎗するものではない。 今後はさらに,対話に応
じる力やディスカッションを制御する力などについて
も,同様に特設単元による学習指導をデザインし,実
践を通してその効果を検証していく必要があろう。 こ
れについては今後の課頓とする。
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